
    令和２年６月 30 日 

新潟県病害虫防除所 

 

令和２年度 

新潟県病害虫発生予察速報第５号  

（葉いもちの本田初確認） 

 

１ 本田初発生の概要 

（１）６月25日に村上市新屋（品種 こがねもち）で葉いもちの本田初発生を確認した。初

発時期は前年より７日早く、平年並（平年：６月26日、前年：７月２日）。 

（２）ｎ－３～ｎ－４葉に長さ10～15mm程度の慢性型（ybg）の病斑が認められ、見歩き調

査（100ｍ×３条）での発病株率は0.22％であった。 

 

２ その他の発病事例 

6月26日に加茂市大字宮寄上（品種コシヒカリBL）で発病を確認した。６月29日現在、

発病株率は約１％、ｎ－３～ｎ－４葉に長さ10～30mmの慢性型（ybg）の病斑となってい

る。 

 

３ 今後の対応 

本年のBLASTAM感染好適条件は６月19日～６月29日に断続的に出現しており、７月第１

～２半旬以降に各地で発病が確認される可能性がある。葉いもちの早期発見に努め、発

生状況に応じて適切に防除対応する。 

 

４ その他 

葉いもちを見つけた場合は病斑を採集し、農業総合研究所作物研究センター（栽培科

病害担当）に送付する。また、コシヒカリBLで下記の基準を超える葉いもちの発生を認

めた場合は、速やかに病害虫防除所に連絡する。 

 

 

 

 

 

◆葉いもち 
○６月末まで       ：発病を見つけたら 
○７月前半（第１～３半旬）：発病株率２０％ 
○７月後半（第４半旬以降）： 〃 ３０％ 

◆穂いもち 
○出穂期以降：発病株率５０％以上 

または発病度２０以上 

報告を必要とするいもち病発生のめやす（暫定） 

※ めやすであり、発生が目立つ場合は報告する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


